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生徒指導力高度化コース

要約：給食の時間は児童にとって学校生活の中で楽しみな時間の一つである。また給食は

児童の心身の発達を促す役割を担っており、食事をするだけでなく実際に児童が配

膳・片付けをすることは、児童の協同性を育む機会にもなる。また給食の時間は児童

が学校生活を送る上で、ほぼ毎日繰り返されるものであり、児童に協同性を身に付け

るには有効な時間である。

また本研究では、現職の小学校教諭２名に聞き取り調査を行い、協同性を育むため

に給食指導でどのような取り組みを行っているのかについて調査した。その中で「時

間を守る」「協力する」「自分勝手ではない」ことを児童に指導する場として給食指導

は位置付けられているとわかった。

キーワード：給食指導、協同性、ルール、低学年

第１章　 はじめに

50 日間の教職専門実習やボランティアでさまざまなクラスの児童だちと関わっている

中で、クラスの現状や雰囲気を反映する場面のーつが給食の時間であると感じた。給食の

時間は授業の時間に比べ、「食」という、生きていく上で欠かせないものと児童を最も結び

付ける時間である。また、給食の準備や片づけは個々の児童がクラスの役割を担って協力

しなければ成し得ない活動であり、それを通して児童の協同性を育むこともできる。そし

て何より給食の時間を楽しみだと感じている児童も多いことから、授業の時間にはなかな

か活躍できない児童にとって意欲的に取り組むきっかけとなる時間である。この給食の時

間の活動をクラスで円滑に行うことができると、児童は楽しい給食の時間を送ることがで

き、充実した学校生活だと感じる一部分になると考える。またこの時間で得た力によって

学校生活全体の活動が意欲的に取り組めるのではないだろうか。

教職専門実習ｎでは第一学年で実習を行い、四月当初から担任教諭が丁寧に給食指導を
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されている様子から、給食の時間のルールを児童に定着させていく初期の取り組みを見る

ことができた。年間150 回以上繰り返される給食の時間における初期段階の給食指導をど

のように積み重ねていけばよいのか、また児童に協同性を育む教育活動の一環として、給

食の時間はどのように指導されるべきなのかについて興味を持ち、本論文では低学年に対

する給食の時間における給食指導に焦点を当てることとした。

第２章　 研究の背景

第１節　学校給食の法的位置づけ

日本国憲法第25 条において「すべての国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権

利を有する。」と記されており、教育基本法第１条「教育は、人格の完成を目指し、平和で

民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を

期して行わなければならない。」、学校教育法第29 条「小学校は、心身 の発達に応じて、義

務教育として行われる普通教育のうち基礎的なものを施すことを目的とする」ことから、

小学校における児童の心身の発達に関わる営みは、心身ともに健康な国民を育成する上で

欠かせないものである。さらに学校教育では、学校教育法第21 条「学校内外における社会

的活動を促進し、自主、自律及び協同の精神、規範意識、公正な判断力並びに公共の精神

に基づき主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。」とある。そ

して小学校でこれらの要素を実践している教育活動の一つが学校給食である。

学校給食法第１条においても「この法律は、学校給食が児童及び生徒の心身の健全な発

達に資するものであり、かつ、児童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断を養う

上で重要な役割を果たすものであることにかんがみ、学校給食及び学校給食を活用した食

に関する指導の実態に関し必要な事項を定め、もって学校給食の普及充実及び学校におけ

る食育の推進を図ることを目的とする。」と述べられていることから、日本国憲法や教育基

本法が目指す国民を育成するための、義務教育段階における基礎となるものに学校給食は

内包されていることがわかる。

さらに、現在の学習指導要領において学校給食は、特別活動の「学級活動」に位置付け

られており、一般的に小学校における学級活動は35 単位時間（第１学年は34 単位）行う

ことと示されているが、これは年間標準授業時数であり、給食の時間はこの時数に含まれ

ていない。　しかし給食の時間の学級活動は教育課程上においても重要な教育活動であるた

め、標準授業時数以外の時間ではあるが、児童が食事したり、教師が指導したりする時間
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を確保 する必 要があ る。

第２節　学校給食の歴史

日本の学校給食は、明治22 年(1889 年）に山形県鶴岡町の私立忠愛小学校において経

済的に恵まれない児童に栄養補給・就学奨励を目的として始まったとされている。また昭

和29 年に上で述べた学校給食法が制定され､学校給食は学校教育活動の一環と位置付けら

れるようになった。　さらに現在は、以前に比べ豊かな食生活が確保されている一方、児童

生徒の食生活の乱れや偏りが問題となっている現状があり、学校給食を「学校における健

康教育の一環」としてとらえ、教育活動全体を通じて食に関する指導を行う必要かおるこ

とから、平成20 年に学校給食法の大幅な改正が行われた。現在の学校給食法では、このよ

うな実態から食育の観点を踏まえ、第２条は以下の７つの学校給食の目標を挙げている。

① 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。

② 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができ

る判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。

③ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。

④ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及

び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。

⑤ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深

め、勤労を重んずる態度を養うこと。

⑥ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。

⑦ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

以上の目標を充実させることにより、学校給食の意義をより確かなものとすることが

できる。このように学校給食の意義は時代の変遷とともに変化しているが、現在の学校

給食は、次に挙げる教科学習で得られない教育的意義を持っていると、「学校給食の手引

き」（長崎県教育委員会、2011) に提示されている。

① バランスのとれた豊かな食事を適切な指導の下に提供することにより、児童生徒の健

康の増進、体位の向上及び正しい食習慣の形成を図る。

② 教師と児童生徒が食事を共にすることによって、教師と児童生徒、児童生徒相互間の

心のふれあいの場を作り、好ましい人間関係の育成に資する。

③ 事前の準備、後片付け等を通じて、協力、責任、清潔、きまりを守ることなど共同生
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活における共同、協調の精神の体得に資する。

以上の３点が現在の学校給食における教育的意義である。

第３節　学校給食の役割

学校給食は児童の心身の発達を促すことや、健康な食生活について理解を深めることに

おいて欠かせないものであることはＬに述べた通りである。その中で具体的に学校給食が

担っている役割は、次に挙げる７点であると、「学校給食の手引き」（長崎県教育委員会、

2011) に掲示されている。これらは第２節で述べた学校給食法第２条を踏まえ定められて

いるものである。

① 豊かな食事と健康の保持増進

② 望ましい食習慣の形成

③ 豊かな人間関係の醸成

④ 食事環境の工夫・改善による豊かな心の育成

⑤ 体験的な活動による成就感の体得

⑥ 各教科、道徳、特別活動等の学習の深化・統合

⑦ 食文化の継承と創造及び国際理解

以上の７点が学校給食の担う役割である。

第３章　 研究の目的

学校給食は児童の心身の健全な発達のために、バランスのとれた栄養豊かな食事を摂取

することで健康の増進を図ったり、正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身に付けたり

する役割を担っている。　しかしそれだけでなく、学校給食は準備、会食、後片付け等を通

じて児童が自ら役割を担い進めることができるため、自立心や社会性を育むことができる。

さらに役割を協同作業によって達成することから、児童の協同性を育むことができるとい

う利点もある。協同性を育成することで、これは上で述べた学校教育法第２条に目標とし

て掲げられている「学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。」を達

成することを目指す。

また給食の時間は、現在の学習指導要領において特別活動の「学級活動」に位置付けら

れているが、年間標準時同時数には含まれていない時間での教育活動である。　しかし年間

標準授業時数よりも遥かに多い時間数を要し、ほぼ毎i］行われるこの給食の時間において、
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児童が学ぶものは多いのではないだろうか。毎日の給食指導の積み重ねによって、給食時

間がみんなで一一緒に楽しく食べる時間となり、好ましい人間関係を育てる場となることで

給食の時間をより充実したものにすることができる。学級担任として、これらの学校給食

でしか実践することのできない役割を、より深くより確実に児童に体得するために具体的

にはどのような給食指導を繰り返し行っていくことが求められているのかについて考察す

る。

また給食の時間における給食指導を通しか協同性豊かな学級集団づくりを行うために

は、低学年の学級担任としてどのような指導をすることが望ましいのかについて教職専門

実習での事例や現職教員への聞き取り調査を基に考察する。　さらに具体的な指導内容や留

意点について述べ、筆者自身が学級担任として給食指導に当たる際の参考にしたい。

第４章　 聞き取り調査

第１節　聞き取り調査の内容

給食の時間における給食指導について教職専門実習校で学級担任をされている教諭に聞

き取り調査を行った。調査内容は以下の４点である。

① 学級経営において、「協同性」をどのようなものだととらえているか

② 「協同性」を育むため、給食指導ではどのような取り組みをしているのか

③ 給食指導以外での「協同性」を育むその他の学級活動はどのようなものが考えられる

か

④ 給食指導とその他の学級活動での指導の共通点と、それぞれが持つ特有の指導法がど

のようなものが考えられるか

以上の４点を中心とした聞き取り調査を行い、協同性のある学級経営を行うためには、

給食指導をどのように行うべきなのかについて考察した。

第２節　聞き取り調査の結果

教職専門実習校のＡ教諭、Ｂ教諭に、給食の時間における給食指導について聞き取り調

査を行った。Ａ教諭、Ｂ教諭は共に現在第二学年の学級担任をしているため、現在の学級

を念頭においての回答である。またＡ教諭は第一学年から持ち上がりで同学級の担任をし

ており、二年間を通じた学級経営にも触れられている。
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＜Ａ 教諭 ＞

① 学級 経営 において、「協同性 」 をどのよ うな ものだ ととら えてい るか

学級経 営おいて 、「協同性」 とは「時 間を守 る」こ とであ る。第 一学年 当初 から時

間内に物 事を 行 うこ とを徹底 してき た。 一 人が時 間を守 らない こ とで周 りに迷 惑 が

かかり、 集団 行動がで きなくな る。 そ して 待だ されるこ とは 相手を 不快な 気持 ちに

させ る ことな のだ と子 どもた ちに は伝えて きた。 周 り に迷惑 をかけ ない振 る舞い を

す るこ とが 「協同性 」であ る。

② 「協同性］ を育む ため、給食 指導で はどの よ うな取 り組 みをしてい るの か

「協同性 」 を育む ため、給食 指 導で も 「時間 を守る」 こ とを大切 にし た取 り組 み

をしてい る。 少 人数 クラスの ため 給食当 番は二週 間に一 回回 って くる。 給食時 間 が

始 まる と班体系 になり、 給食当 番 になっ た児童は 四時 間 目終了後 すぐ にエ プ ロン に

着 替えて 準備 を始め、 給食 室へ ご 飯や食器 な どを取り に行 く。 そ の間当 番で はない

児童 は席に 座って読書 をして 静か に待つ｡ 配膳 は始 め児童 がほ とんどの配 膳を 行い、

最 終的 には教師 が量を調整 す る。 給食 を時間内 に食べ きれ る量 にす ることで 、児 童

に とって 「時 間に間に合っ た」 とい う達成 感や 自信 がうま れて くる。 さら に給食 の

量 の調整 は必ず 教師 が行 う。 児 童 同士で させ ると力 の上 下関係 が出て くる ため 、高

学年 の担任 だっ た時も児 童に させ ない よ うにし てい た。 こ れ らの活動 を手 際よ く行

うこ とで、毎 日30 分以 上は食事 をす る時間 を確保す る ように してい る。給食 時 間の

終盤 には余 った牛 乳やデ ザート な どの好 きな ものじ やんけ んを 行 う。 こ の時 は 教師

に 給食 を減 らして もらっ た児 童 は 参加 で きない。 ま た食べ る のが遅く 時間 内に食 べ

きれ ないこ とが続く 児童 がい る班 は 、班 ごと前 を向い て食 べ るよ うに指導す る。 早

く食 べ終 わった児童 は自分 の席 で読 書や 九九練習 をす る。 ま た班ご とに食 器を 重 ね

て、「ご ちそ うさま」をした後 に食器 入れ へ返却 しに行 く。 これ は食事 中の立 ち歩き

を防止 する ためであ る。 時間 にな る と給食 当番 が食 器 を返 し に行く。 通常 校時 の場

合 は13 時 には必ず返 却でき る よ う徹底してい る。 時 間を 守 らないこ とは 給食調 理

員 、給食 委員 会の児童 、学校 全 体に迷 惑 がかか るこ とを児 童 に身を もって 体感 させ

ること ができる。 こ れが 「協 同性 」を 育む とい うこ と だと考 える。

③ 給食 指導以外で の「協 同性」を育む そ の他の学級 活動 は どの ようなも のが考 えら

れ るか
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給 食 指 導 以 外 で の 学 級 活 動 で は 、 グ ル ー プ 決 め は 教 師 が 主 導 で 行 う こ と で 「 協 同 性 」

を 育 ん で い る 。 低 学 年 で あ る た め 、 わ が ま ま が 通 る こ と で 力 関 係 が 生 ま れ や す い こ

と か ら も 、 子 ど も 任 せ に す る の で は な く 、 教 師 が 介 入 す る こ と で 児 童 が 過 ご し や す

い 環 境 に し て い る 。 休 み 時 間 の 全 員 遊 び の 企 画 等 は 係 の 児 童 の 判 断 に 委 ね て い る 。

-- 一一一一一一一一一一･ 一一一-- 一一--- 一･一-一･ 一-- 一一一一-一一--------- 一一- 一一一一一----- 一一一一一一･一一一一一一一一一- 一一一一

④ 給 食 指 導 と そ の 他 の 学 級 活 動 で の 指 導 の 共 通 点 と 、 そ れ ぞ れ が 持 つ 特 有 の 指 導 法

が ど の よ う な も の が 考 え ら れ る か

給 食 指 導 と そ の 他 の 学 級 活 動 に お い て 共 通 し た 指 導 は 、 「 最 低 限 の ル ー ル は 守 る 」

と い う こ と で あ る 。 チ ャ イ ム が 鳴 っ た ら 行 動 す る こ と や 、 廊 下 は 走 ら な い こ と 等 を

徹 底 し て 指 導 し て い る 。 ま た そ の ル ー ル を 破 っ た 児 童 に は き ち ん と 叱 り 、 い い こ と

は い い 、 ダ メ な こ と は ダ メ だ と 指 導 し て い る 。 給 食 の 時 間 は 特 に 限 ら れ た 時 間 で 行

う も の で あ る た め 、 ［ 時 間 を 守 る ］ こ と に 重 点 を 置 い て 指 導 し て い る 。

＜ Ｂ 教 諭 ＞

① 学 級 経 営 に お い て 、 「 協 同 性 」 を ど の よ う な も の だ と と ら え て い る か

学 級 経 営 に お い て 、 「 協 同 性 」 と は 「 協 力 す る 」 こ と や 「 自 分 勝 手 で は な い 」 こ と

で あ る 。 第 二 学 年 の 児 童 に と っ て 協 力 す る こ と は 言 葉 で 分 か っ て い て も 具 体 的 に 難

し い 。 そ の た め み ん な の 時 間 を 自 分 一 人 の た め だ け に 使 う こ と は 自 分 勝 手 で あ る と

指 導 し て ［ 協 同 性 ］ を 育 ん で い る 。 ま た 班 の 中 で グ ル ー プ 役 割 表 （ リ ー ダ ー ・ お た

す け ・ 給 食 ・ 配 り ） を 活 用 し 、 毎 日 日 替 わ り に 役 割 を 果 た す 学 級 経 営 を 行 っ て い る 。

㎜皿皿l〃皿---- 二皿皿皿--- 二- 皿- ㎜皿〃皿二- 皿--i---------I-- 皿〃-- 〃皿㎜皿皿皿皿---- 皿皿皿皿皿㎜〃皿皿皿I-i-- 皿皿㎜- 皿---

② 「 協 同 性 」 を 育 む た め 、 給 食 指 導 で は ど の よ う な 取 り 組 み を し て い る の か

「 協 同 性 」 を 育 む た め 、 給 食 指 導 で も 「 協 力 す る 」 こ と や 「 自 分 勝 手 で は な い 」

行 動 を 児 童 が で き る よ う な 取 り 組 み を し て い る 。 準 備 で は 当 番 の 児 童 全 員 で ま と ま

っ て 給 食 室 に 行 く 。 本 学 級 は 全 児 童17 人 と い う 少 人 数 で あ る こ と か ら 、 ８ 人 又 は ９

大 で 当 番 の 仕 事 を 行 う 。 そ の た め 重 た そ う に 食 器 や 食 カ ン を 持 つ 児 童 が い た ら 持 つ

も の を 考 え た り 助 け た り す る 臨 機 応 変 さ が 求 め ら れ る 。 こ の 点 は 児 童 が 率 先 し て 行

動 す る 様 子 が 見 ら れ る 。 配 膳 で は 食 器 を 半 分 に 分 け 、 ２ 人 の 児 童 が 手 分 け し て ご 飯

や お か ず を 食 器 に 入 れ て い る 。 ま た 運 ぶ 時 に は 一 人 が お 盆 を 持 ち 、 も う 一一 人 が 机 に

置 い て 回 る な ど の 分 担 が 児 童 か ら 自 主 的 に で き て い る 。 当 番 の 児 童 は エ プ ロ ン を 身

に つ け る こ と で 自 覚 が 生 ま れ る 。 一 方 椅 子 に 座 っ て 待 つ 児 童 は 話 し 声 が 目 立 ち 、 協
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力 の輪 から外 れてい るこ とに 気付け てい ない。 そ のた め 自分だ もの 声が邪 魔にな っ

てい る とい う自覚 を持たせ る働 き かけを今 後して いく 必要 があ る。 給食を 食べ始 め

て15 分間は班 体系 で給食 の放 送を聞 きな がら児童は 楽しく食 事す る。 そ して15 分

だつ と全員 黒板 の方を向く 体 系にな り、 静 かに食 べ る。 そ の時 教師 は行 儀よく 食べ

る ことを 徹底的 に指導す る。 例えば 肘をつ き ながら ご飯 を食べ る ことや机 の 横か ら

足 を出す こと、 箸の持ち 方な どを指 導 してい る。 こ れは家 庭 間で 指導 の差が ある。

食べ 終 わると グループ 役割 表 で給食 当 番にな ってい る児 童 がきれい に食 器内 のご 飯

が食 べら れてい るか、牛 乳パ ッ クは きれ い に折りだ た めてい る かな どをチェ ッ クす

る｡４月 当初に比べ､ 給食 を減らし たり好 き嫌い をした りする 児童 が減ってきて お り、

食べ るペ ース が分 かって きた 児童 も増 えてい る。 教師 は食 べきれ る ように応 援し た

り、 食べき れた時 にはほ めた りす るこ とを 大切にし 、 給食 の時 間は嫌 々食べ る ので

はなく 、楽しく食 べる時 間なの だと児童 に思 っても らい たい。

③ 給食指 導以 外での「協同性 」を育む そ の他の学級 活動 はど のよ うなものが考 えら

れるか

給食 指 導以 外 の学級 活動 は 「グル ープ 役割 表」 を活 用し てい る。 児童 に多 く の役

割 や仕 事 を与えるこ とで、 児 童間 のコ ミュ ニケ ーショ ン が生ま れ、児 童 の係り を達

成 す るこ とで自信 ・責任感 も 生まれ る。 ま た「］直も 日直 日誌を 書く 仕事 かおり 、多

くの児 童が役割 を果 たす機 会があ る。

④ 給食指導 とその他の学 級活 動での 指導 の共通 点と、そ れぞ れが持つ 特有 の指導 法

がどの ようなものが考 えら れる か

給食指 導とその他 の学級活 動で共 通 した指 導は、「協力 する」 こと と「自分勝手 な

こ とは しない」 とい うこ とであ る。　自分 勝 手なこ とを し た児童 に対 して は、児 童 が

具 体的 に自分 に置き かえる こ とので き る例 を挙げ て指 導す る。 給食 指導 は毎 日行 わ

れ る指 導であ るた め、児 童 が 「や るこ とが 当た り前」 で ある と思いや すい 活動 で あ

る。 ま た時間内 に終 わらせ なけ ればい け ない 活動 な ので、 時計 とい う目に見 えて わ

か りやすい も のを使っ た指 導法 が可 能で あ る。 時 間内 に食 べ るに は 「自分勝 手な こ

とし ない」、そ のためには ど うすればい い の かを、給食 の時間 の場 に置き換 えて考 え

させ ることで 「協 同性」 が育 まれる。
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第５章　 考察

聞き取り調査の結果から、給食指導を通して、Ａ教諭は「時間を守る卜 こと、Ｂ教諭は

「協力する」、「自分勝手ではない」ことを給食の時間に児童に体感させることで協同性を

育んでいることが明らかになった
Ｏ
具体的には、給食室へ時間通りに給食を受け取りに行

ったり、返却しに行ったりする時に、時間通りにできないことが周りに迷惑をかけること

なのだという点で時間を守ることを徹底されており、そのために予め給食の量を減らす工

夫も教師によって行われていた。またグループ役割表を活用した児童同士の協力を大切に

し、自分のことばかりではなく、友達の様子を見て大変そうだと判断すると自ら動く力を

育てる取り組みもしておられた。二人の教諭共に大事にしていることは、言葉は異なるも

のの、児童の社会性を育むために必要なことである。それを「食」という、生きていく上

で必要不可欠であることと関連させて行う指導は、この給食の時間しか成し得ないことで

ある。また学級活動全般において、ルール作りは大切である。給食の時間のルールは第一

学年から引き続き行われている活動がほとんどであるため、第二学年の児童で既に手際よ

く行うことができている様子である。またほとんどの児童にとって給食の時間のルールは

F当たり前」だと感じていることから、改めて疑問に感じたり反論したりすることもない。

しかし改めて「なぜルールは必要なのか」を児童に考えさせることが、児童に協同性の大

切さを実感する機会となる。時間内に給食が終わったことや残菜がなく食べきれたことは

児童に視覚的に伝わりやすくなる教材であり、児童に達成感を感じさせることができる。

なぜ時間内に給食が終わったのか、なぜ残菜がなく食べきれることができたのかを考える

と、児童がより「時間を守る」「協力する」「自分勝手ではない」ことの大切さを実感でき

ると考える。

さらに、聞き取り調査を行ったＡ教諭、Ｂ教諭は共に第二学年の担任であり、給食の準

備、会食、片付けの手順や指導法の共通点はとても多かっか。これは学校全体の共通認識

の下行われているものであるが、学年間での連携や共有を大切にされている証であると考

えられる。このような教師間の協同性を土台とした指導が行われているからこそ、児童に

も協同性を体得することができるのではないだろうか。

第６章　 まとめ

給食指導は、第一学年から給食の時間のルールを担任教諭が中心となって徹底的に指導

されている。低学年の内は楽しい食事をするためにはどのようにすればいいのかを教師が
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中心となって教えることがほとんどである。楽しい食事とは一人ひとりの思うまま過ごす

ものではなく、クラス全員が楽しいと感じることが大切なのだと指導しなければならない。

その時に児童に育成したいことが協同性である。聞き取り調査において、小学校現場では

「時間を守る」「協力する」「自分勝手ではない」ことを念頭に置いた給食指導が行われて

いた。そして達成できるように児童を励ましたり、達成したときには褒めたりすることを

通して、児童が協同性を体得し、継続していくことができるようにしたい。高学年では児

童がこれまでの給食指導やその他教育活動の中で培った協同意識を、さらに高めるために

どうしていけばいいのかを児童に問いかけ、自主的に行動できる児童を育てていく必要が

ある。年間150 回以上繰り返される給食の時間が協同性を育み、さらに高い社会性を持っ

た人間へ成長させるためのきっかけとなるよう毎日の給食指導を大切にしていきたい。

また「食」という、生きていく上で必要不可欠なものを、より児童が意識し生きていくた

めには、今後は食育も視野に入れた、協同性を育む給食指導について模索したい。

引用・参考文献

石橋瑞穂ほか（20H ）学級づくりと授業に生かすカウンセリング　ぎょうせい

文部科学省（2008）『学校給食法』

文部科学省（20川 『学校教育法』

文部科学省（2006）『教育基本法』

文部科学省（2010）『食に関する指導の手引』

長崎県教育委員会 長崎教育庁体育保健課（20 川 『学校給食の手引き』

佐瀬順一一(2012) 『「食育」と「生徒指導」の両立を目指した給食指導』月刊生徒指導

42 (5) 21-24　 学事出版

413


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11

